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Disclaimer	

これまでの勤務先 

• 東京外国語大学附属図書館 （1991-1999） 
• ハワイ大学マノア校ハミルトンライブラリー (2000-2002) 
•  トムソン・ロイター (2003-2012) 
• ネイチャー・パブリッシング・グループ (2012-2015) 
•  ORCID, Inc. (2015-2018 April) 

 
Disclaimer 

•  The opinions expressed in this presentation and on the 
following slides are solely those of the presenter and not 
those of past employers.	




What is ORCID, why, and how?	

ORCIDとは何か、なぜ必要なのか、どう使うのか	




What is ORCID?	


よくある名前で他人と混同されたり、結婚
して姓が変わったり、アルファベットでイニ
シャルだけが表示されたり、綴りが違った
り・・・名前の表記で困っていませんか？	


ORCIDは、研究者が生涯にわたって管
理・利用できるデジタル個人識別子です。 
名前が変わったり、所属先を変更したり、
海外に渡航しても、自分の業績とプロ
フィールを正しくリンクできます。	


	




There are 38 authors whose last name is “Wang”	




Why name disambiguation?	

BEFORE	


First name 
Last name 
Middle name 

Transliteration 

By affiliation 

By field 

By journal 
By co-authors     …	


AFTER	




ORCID is a registry	


 
 
ORCIDは無料でオープンなレジストリとして、研究者に付与された識
別子を公開しています。 
個人の研究者の登録は無料です。 

大学、研究機関、研究助成団体、学協会、出版社などのメンバーシッ
プから活動資金を得ています。 
ORCIDメンバー機関は、APIを用いてORCIDレジストリと自機関の
様々なシステムを連携させることが可能です。 
	




ORCID is opt-in	


•  ORCIDを利用するには、オンライン登録が
必要です。 

•  ORCID登録者は、自身のORCIDレコード
上のすべてのアイテムについて、公開・非
公開を設定できます。 

•  公開するアイテムは、ORCIDレジストリ上
で誰でも閲覧することができます。 

•  非公開としたアイテムは一般には公開され
ませんが、電子認証を経て、信頼できる
ORCIDメンバー機関に対してアクセス権限
を与えることができます。 



•  研究者はORCIDアカ
ウントを無料で取得し、
すべての情報をコント
ロールできます。 

•  すべてのフィールドに
ついて、公開・非公開
を選択できます。 



研究者	


ORCIDメンバー機関	


ORCID識別子の提示と 
電子認証による許諾	


ORCID識別子の取得 
ORCIDレコードの管理	


•  基本情報 
•  氏名 
•  メールアドレス 

　　　　　　など 
•  アクセス許諾管理 

•  経歴・所属情報 

•  研究業績・実績 
•  論文 
•  査読 
•  助成金 
•  特許　　など	


xxxx-xxxx-xxxx-xxxx	


ORCIDレコード	


業績等の書き込み	




研究者	


大学	


ORCID識別子の提示と 
電子認証による許諾	


ORCID識別子の取得 
ORCIDレコードの管理	


•  Basic information 
•  Name 
•  Email addresses　　　　　　

etc. 
•  Account settings 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

xxxx-xxxx-xxxx-xxxx	


Employment: 
XXX University 
Source: XXX University	


ORCIDレコード	


この研究者は当大学に 
所属しています	


研究助成機関	

この研究者に研究助成金

を授与しました	


Funding: 
YYY Foundation, Grant 
#123 
Source: YYY Foundation	


この研究者は当ジャーナ
ルの査読をしました	


Peer Review: 
Journal ZZZ, vol. 45, 2016 
Source: ZZZ Publishing	


出版社	




研究者	


ORCID識別子の取得 
ORCIDレコードの管理	


•  Basic information 
•  Name 
•  Email addresses　　　　　　

etc. 
•  Account settings 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

xxxx-xxxx-xxxx-xxxx	


Employment: 
XXX University 
Source: me	


ORCIDレコード	


Funding: 
YYY Foundation, Grant 
#123 
Source: me	


Journal article: 
Journal ZZZ, vol. 23, 2016 
Source: me	


ORCIDを認証してデータを同期するシステム
を利用せずに、自らデータ入力することは可
能ですが、頻繁にアップデートすることは煩わ
しく、また入力されたデータは第三者の確認
のない、不確かなものとみなされてしまいます。 



Got many profiles already?	

 
 
 

 

 

 

 
 

すべて自分で管理しなければならず、 

常にアップデートするには時間と手間がかかります。 

	




ORCID saves time	


University Library

FundersFaculty Profiles Researcher

Publishers

研究者自身がORCID識別子を取得、 
ORCIDメンバー加入機関に許諾を与えることにより、 

各機関はORCIDレコードを読み書きできるようになります。 
入力負担の軽減と即時アップデート 



Authentication?	


ORCIDを導入するシステムは、
必ず研究者による「電子認証」
を経たIDを受信しなければなり
ません。 
ORCIDの「手入力」を要求する
システムは、期待される効果が
ないばかりでなく、入力ミスや
「なりすまし」につながります。 
	




ORCID authentication	


 
 
 
 
 
 
 
 
ORCID実装システムは、Oauth認証
によりログインを要求します。 
自分のIDしか使えません 
システムはデータの読み取り、書き込
みに必要な電子トークンを受信 
	




ORCID access permission	


 
 
 

 

 

 

 
 

ORCIDアカウント設定画面から、いつ、どの機関に対して、何を許可し
たのかわかります。 
一度与えたアクセス権限は、アカウント登録者がいつでも破棄できま
す。 
	




Members build TRUST	


ORCIDメンバー機関は、電子認証プロセスを経て、研究者に関する
様々な情報をORCIDレジストリに追加できます。 

• 大学が研究者の所属を保証 
• 出版社が査読者のレビュー実績を認知 
• 研究助成機関が研究助成金取得実績を追加 
•  DOI付与機関が新しい論文が出るたびに著者の出版実績として

自動的に追加 
研究者自身によって入力された情報に加え、ORCIDメンバー機関が
追加する情報が蓄積、流通することにより、ORCIDレジストリは研究
者の信頼実績を積み上げるための国際基盤として機能します。 
 
　 
	




研究助成機関 

助成金申請 
助成金獲得 
データを登録 

所属機関IDを 
ORCIDと連携 

所属・業績 
データを登録 著者・査読者ID 

をORCIDと連携 

書誌情報・ 
査読実績を 

登録 

所属機関が登録した情報により 
身元を確認、出版不正を抑止 出版と同時に 

新たな業績として把握 

助成金獲得状況を 
即時に把握 

過去の出版・査読実績を助成金審査時に考慮、 
新たな業績の即時把握とプロジェクト評価 

所属機関が登録した情報により身元を確認、 
所属団体での役職等を参照 

助成金獲得状況の把握、 
出版メタデータへの 

入力 

出版社・ 
データベース事業者 

所属機関・団体 

研究コミュニティ全体での活用により、データ入力負担の軽減と自動アップデートを実現 



ORCID integration examples	

ORCID活用事例	




ORCID publisher mandates	


すでに多くの国際誌で投稿時のORCID入力が推奨され、義務化する
ジャーナルも増えています。 
日本では2016年8月より日本疫学会が代表著者のORCID入力を義
務化、ORCIDメンバーとなる学会もあり、コンソーシアムも検討されて
います。 
	


http://orcid.org/content/requiring-orcid-publication-workflows-open-letter 



ORCID @ journal publication	




ORCID authorization	


原稿投稿システム上でORCID認
証を行うことによって、著者は電
子メールアドレスなどの基本情報
の入力を省略でき、また所属先を
変更した場合など、常に最新の情
報を出版社に提供できる。 





Researcher permissions	


•  研究者は新しい出版物について
メールを受信	


•  自身のORCIDレコードにそれを追
加する許諾を電子的に発行	


•  以降の出版物は自動的にORCID
に追加される	




ORCID single sign-on	


ログインIDとパスワードを使い分けることなく複数の
出版社・ジャーナルウェブサイトへのログインが可能	




Credit peer review 
	


査読の実績を 
ORCIDレコードに反映 



ORCID @ databases	


研究者がORCIDに入力した情報をもとに、各種
データベースもORCIDリンクを遡及的に反映 



ORCID @ funders	


研究助成金の申請時にも、ORCIDが採用され始めています。 
助成金を受け取った研究者のORCIDレコードには、助成元の機関が
その事実を記録＝第三者による公的な証明となります。 
 

 

 

 

 
 



ORCID @ institutions	


研究者総覧や機関リポジトリを
ORCIDと連携させて、研究者情報
とその業績をグローバルに発信 



ORCID @ repositories	


Example: King Abdullah University 
of Science & Technology

機関リポジトリ上の博士論文と博士課程修了を 
大学が責任をもってORCIDレコードに追加	




ORCID @ research evaluation	


研究評価ツールも、ORCIDを使って正確な業績の把握と評価を可能に	




Who runs ORCID?	

誰がORCIDを運営しているのか？	




ORCID, Inc.	

 
ORCID, Inc.は、世界中の研究者に一意の識別子を付与することを目
的として、2010年8月に国際的・学際的な非営利団体として正式に発
足しました。2012年10月よりレジストリサービスを開始。 
ORCIDは、米国IRS（内国歳入庁）が501（c）（3）として規定する非営
利団体として、メンバー機関の代表から成る理事会での意思決定にも
とづいて運営されています。 
各メンバー機関は、自ら運用するシステムにORCIDを導入し、所属研
究者をサポートし、研究者の負担を軽減する学術情報基盤の構築を
目指します。	




ORCID Today	


すでに世界中で500万人以上の研究者がORCIDを利用しています。
（2018年7月現在、最新情報はこちらを参照　https://orcid.org/statistics） 
44カ国から約900機関がORCIDメンバーとして加入しています。(
https://orcid.org/members) 
すでに18のコンソーシアムが結成され、国・地域レベルでの取り組みが始
まっています。 
(https://orcid.org/consortia） 
550以上のシステムがORCIDを採用し、出版社、大学・研究機関、研究助
成機関、学協会などにより提供されています。 
多くの国際誌で投稿時のORCID入力が推奨もしくは義務化（英王立協会、
IEEE、米化学会、英化学会、Wiley、SpringerNature、PLOS、Scienceな
ど） 
研究助成機関でも助成金申請時のORCIDを推奨もしくは義務化（Austria, 
Portugal, Qatar, South Africa, Sweden, UK, US, WHOなど） 
	




Community Distribution	


アジア・太平洋地域はメンバー 
全体の20％弱を占めています。 

ORCIDメンバーの73％が 
大学・研究機関です。 



Open Scholarly Infrastructure	

オープンな学術インフラ	




ORCIDは2017年10月にサービス開始から5周年を迎えました	




Building value, 
sector by sector	






Institutional Connect 
	


 
 
 

	


https://members.orcid.org/api/integrate/institutional-connect	




ORBIT 
	


ORCID reducing burden and improving transparency 	


https://orcid.org/content/orbit-project	




Facilities 
	


 
 
 

 

 

米国DOEや政府関連の研究施設と、以下の2点についてパイロットプロ
ジェクトを実施中 
- 研究・実験施設の利用申請時にORCIDを認証し、ユーザープロ

フィールの自動入力や、その後の研究アウトプット（論文・研究データ
など）の追跡に利用する 
- 論文メタデータ自体に施設のIDを入力し、自動検知を可能とする 

 



Organization ID 
	


 
 
 

 

 

 

2017：オープンな機関IDレジストリの可能性についてWG検討＞コミュニ
ティプロポーザル 
2018：ステークホルダーミーティング＞臨時の執行委員会（ Crossref
+DataCite+ORCID) 
 	

https://orcid.org/blog/2018/02/02/next-steps-organization-id-initiative-report-
stakeholder-meeting 



Conference website: https://pidapalooza.org 
Presentations repository: https://pidapalooza.figshare.com/ 

PIDapalooza will bring together creators and users of 
persistent identifiers (PIDs) from around the world to 
shape the future research information landscape.	




Persistent Identifiers	


A persistent identifier is a long-lasting reference to a digital 
resource. Typically it has two components: a unique identifier; 
and a service that locates the resource over time even when it's 
location changes. The first helps to ensure the provenance of a 
digital resource (that it is what it purports to be), whilst the 
second will ensure that the identifier resolves to the correct 
current location. 
 
•  Digital Object Identifier (DOI) 
•  Handle 
•  Archival Resource Key (ARK) 
•  Persistent Uniform Resource Locator (PURL) 
•  Universal Resource Name (URN)	


Digital Preservation Coalition. Digital Preservation Handbook.  
https://www.dpconline.org/handbook/technical-solutions-and-tools/
persistent-identifiers 

“ ”永続的識別子（persistent identifier）とは、デジタル資源を持続
的に参照するもので、通常は2つの要素から成立します。ひとつ
はユニークな識別子であること、もうひとつは時間の経過とともに
所在が変わったとしても資料にたどり着くためのサービスであるこ
と。前者は（そもそもそれが意味するとおり）デジタル資源の来歴
を保証し、後者はその識別子が正しく最新の所在地に解決できる
ことを請け合います。 



Sustainable 
PID systems 
do not come 

for free	


持続可能なPIDシステムはタダでは作れません。 

	






When we wrote the Infrastructure Principles we 
published some weeks back, ORCID was at the 
centre of our thinking, both as one of the best 
examples of good governance practice and as an 
infrastructure that needs sustaining... Publishers 
get a lot of stick when it comes to demanding 
money, but when it comes to community 
initiatives it is generally publisher that put up the 
initial funding. This has definitely been the case 
with ORCID, with funders and institutions falling 
visibly behind, apparently assuming others will 
get things moving.	


“ ”

Bilder, Geoffrey; Lin, Jennifer; Neylon, Cameron (2015): Community Support 
for ORCID – Who’s next to the plate?
https://cameronneylon.net/blog/community-support-for-orcid-whos-next-to-
the-plate/ 

我々が何週間か前に発表した学術インフラの原則に
ついて執筆した際に念頭に置いていたのは、ORCID
でした。良い運営モデルの成功事例としても、また持
続させるべきインフラという点でも。出版社はお金を
要求するという点で多くの批判を受けますが、コミュ
ニティ主導のイニシアチブについては、当初の資金を
提供するのはだいたい出版社です。ORCIDについて
もまさしくそのとおりで、研究助成機関や大学・研究
機関は、「ほかの機関が進めていくだろう」と決め込
んでいて、明らかに後れをとりました。 
 
	




Who pays for 
scholarly 

infrastructures?	


学術インフラのコストは誰が負担するのか？ 

	




The announcement of a $3M grant from the 
Helmsley Trust to ORCID is a cause for 
celebration. For many of us who have been 
involved with ORCID, whether at the centre or the 
edges, the road to sustainability has been a long 
one, but with this grant (alongside some other 
recent successes) the funding is in place to take 
the organization to where it needs to be as a 
viable membership organization providing critical 
community services.	


“ ”

Bilder, Geoffrey; Lin, Jennifer; Neylon, Cameron (2015): Community Support 
for ORCID – Who’s next to the plate?
https://cameronneylon.net/blog/community-support-for-orcid-whos-next-to-
the-plate/ 

300万ドルのヘルムズリー基金からのORCIDに対す
る資金提供は、祝福すべきことです。多少なりとも
ORCIDに関わった多くの人々にとって、持続可能性
への道のりは長いものでした。今回の資金提供は、
最近のその他の成功事例とあわせて、不可欠なコ
ミ ュ ニ テ ィ サ ー ビ ス を 提 供 す る 会 員 組 織 と し て、
ORCIDという組織を本来あるべきところまで導いて
いくでしょう。 
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ORCID in Japan	


すでに世界中で500万人以上のORCIDが登録され、そのうち約80,000人
は日本からの登録です。（2018年7月現在） 
日本のORCIDメンバー機関（順不同） 

•  科学技術振興機構、国立情報学研究所、物質・材料研究機構、自然
科学研究機構 

•  東京工業大学、慶應義塾大学、筑波大学、富山大学、総合研究大学
院大学、京都大学 

•  日本地球惑星科学連合、日本消化器外科学会、日本産業衛生学会 
•  (株)アトラス、(株)サンメディア、(株)SRA東北 

日本のメンバーによる実装例 
•  研究者総覧SAMURAI https://samurai.nims.go.jp 
•  東京工業大学STARサーチ 

http://search.star.titech.ac.jp/search.act 
•  科学研究費助成事業DB (KAKEN) https://nrid.nii.ac.jp/ja/index/ 



https://t.co/kTBcgRPuxz 



Communities pay, 
support and 

promote 
scholarly 

infrastructures	


学術インフラはコミュニティが資金を提供し、支援するべきものです。 

	




Slide created by Natasha Simons, ANDS	




CAUDIT (Council of Australian University Directors of Information Technology)	


CAUL (Council of Australian University Librarians)	


AAF (Australian Access Federation)	


ARMS (Australasian Research Management Society)	


ANDS (Australian National Data Service)	


ARC (Australian Research Council)	


NHMRC (National Health and Medical Research Council)	


Universities Australia	




https://aaf.edu.au/media/2017/ORCID/ORCID_Aust_Vision_FIN_LR_20170706.pdf	




It’s a community effort! 
 



Summary	


サービス開始から5年以上を経て、ORCIDは研究者識別子のスタン
ダードとして確実に定着しています。 
ORCIDを利用する研究者は1年に100万人以上のペースで増加し、メ
ンバー機関と国レベルのコンソーシアムのサポートによって、ORCID
コミュニティは急速に拡大しています。 
さまざまなシステムでORCIDが運用され、研究者のデータ入力負担を
軽減しつつ、所属先、出版、助成金獲得の実績などをORCIDに登録し、
信頼のあるレジストリ構築に寄与しています。 
ORCIDをはじめ、機関IDや研究施設IDなどの永続的識別子は、コミュ
ニティによる支援と投資があって初めて機能します。率先してORCID
に投資してきた出版社、助成金団体や一部の研究機関では、確実に
機能し始めている一方、出遅れている機関や国々のより積極的な参
加が望まれます。	




What librarians can do to 
support ORCID 
	
図書館員がORCIDを支援するためにできること	




Community of Practice	


…a community of practice is a group of individuals 
participating in communal activity, and experiencing/
continuously creating their shared identity through engaging in 
and contributing to the practices of their communities. 
Domain: A domain of knowledge creates common ground, 
inspires members to participate, guides their learning and gives 
meaning to their actions. 
Community: The notion of a community creates the social 
fabric for that learning. A strong community fosters interactions 
and encourages a willingness to share ideas. 
Practice: While the domain provides the general area of interest 
for the community, the practice is the specific focus around 
which the community develops, shares and maintains its core 
of knowledge. 
	


https://en.wikipedia.org/wiki/Community_of_practice	




http://jawe2011.jp/cgi/keyword/keyword.cgi?
num=n000128&mode=detail&catlist=1&onlist=1&shlist=1	


あるテーマについて関心や問題、熱意などを共有し、
その分野の知識や技能を、持続的な相互交流を通じ
て深めていく人々の集団を「実践コミュニティ
（Community of Practice）」と言う。ウェンガー,E（米）
が1991年、徒弟制度の観察から導き出した概念。 
	

要件として以下の3つが重要とされる。 
①＜領域＞熱意をもって取り組む専門知識の分野があること 
 ②＜コミュニティ＞人が同じ関心や熱心さでつながれる場 
 ③＜実践（practice）＞かかわり合いの中でなされた活動 

実践コミュニティ	




What librarians can do?	


1.  Participate in the ORCID community　参加する 
•  ORCIDを取得してみましょう！ 
•  ORCID関連のニュースに目を通しましょう！ 
•  ORCIDほか、関連のイベントに出席しましょう！ 

2.  Raise awareness　関心を高める 

•  ORCIDとは何か、勉強会を開いてみませんか？ 
•  所属機関の研究者の方々はもう使っているかもしれません。 

3.  Provide ORCID support　支援する 

•  ORCIDについて質問があればサポート 
•  メンバー機関になるには	




ORCID関連ニュース	


ORCIDについての最新ニュースはブログとTwitterで！ 
•  ブログ　https://orcid.org/about/news/news 
•  Twitter　https://twitter.com/ORCID_Org 

 

日本語じゃないと・・・という方はこちら 

•  日本語のORCID関連ツイート 
https://twitter.com/NobukoMiyairi/timelines/
692156366480351232 

•  国立国会図書館カレントアウェアネスにはORCIDニュースが
豊富 
http://current.ndl.go.jp/search/apachesolr_search/ORCID 

	




	


ORCID学協会コンソーシアム検討会HP
https://sites.google.com/view/orcid-j-society/	


活動履歴 ー 今後の予定、過去の検討会の記録と資料	


リソース ー ORCID関連ウェブサイト、日本語参考文献、学協会で
の活用事例など	


メーリングリスト ー イベント告知、意見交換など	




http://orcid-jp.net 
	




ORCID勉強会を開催する	


ORCIDは非営利団体で、
専属スタッフは世界に30人
しかいません。 
ORCIDメンバー機関、コン
ソーシアム運営に携わる
人、ORCIDをすでに利用し
ている研究者など、周囲に
講師にふさわしい人はいま
せんか？ 
みんなで少しずつ調べて
発表しあうのもいいですね。 
	




周囲の研究者と話してみる	




ORCIDサポート	


ORCIDについてサポートしたいけど、まだ基本がわからない・・・ 
•  研究者からの質問の答えはほとんどこちらで解決 

https://orcid.org/help 
•  それでもわからない場合 

•  （本当はORCIDに英語でメールを書いてみるべきだけど） 
•  Twitterでつぶやいてみる 
•  メーリングリストで尋ねてみる 
•  ORCIDに詳しい人にきいてみる 

 
ORCIDメンバー機関になるには・・・ 

•  基本情報はこちら：https://orcid.org/about/membership 
•  日本には窓口がまだありません。直接ORCIDに問い合わせるか、

コンソーシアムの議論に参加して日本でのORCID普及に貢献し
ませんか？ 



Nobuko Miyairi 
nobuko.miyairi@gmail.com 

  THANKS!	



